
江
戸
時
代
の
大
坂
に
見
る
商
い
と
宣
伝

大
阪
は
1
8
6
8
（
明
治
元
）
年
に
大
阪
府
が
置
か
れ

る
ま
で
、
大
坂
と
書
い
て
い
た
。
大
坂
は
16
世
紀
後
半
に

開
発
が
始
ま
っ
た
後
発
都
市
で
あ
り
な
が
ら
、
江
戸
時
代

に
は
「
天
下
の
台
所
」
と
し
て
大
い
に
発
展
を
遂
げ
る
こ

と
に
な
る
。
こ
れ
は
、「
問
屋
」
と
い
う
新
た
な
ビ
ジ
ネ

ス
の
形
態
が
生
ま
れ
る
な
ど
、
大
坂
で
い
く
つ
か
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
起
こ
っ
た
か
ら
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
時
代
の
宣
伝
広
告
と
い
え
ば
、
現
代
の
チ
ラ
シ
に

あ
た
る
「
引
札
」
や
ポ
ス
タ
ー
に
あ
た
る
「
絵
び
ら
」
で

あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
特
定
の
人
に
限
ら
ず
不
特
定
多
数
の

大
衆
の
購
買
意
欲
を
高
め
た
。
大
坂
で
は
元
気
な
者
を
市

中
に
歩
き
回
ら
せ
、
引
札
を
撒
か
せ
た
よ
う
だ
。
こ
れ
ら

の
者
を
「
東
西
屋
」
と
言
い
、
我
が
国
に
お
け
る
広
告
業

者
の
草
分
け
と
言
え
る
。「
東
西
東
西
（
と
ざ
い
と
う
ざ
い
）

…
…
」
の
口
上
が
呼
び
名
の
由
来
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に

広
く
撒
き
散
ら
す
こ
と
を
工
夫
し
た
大
坂
で
は
「
引
札
」

と
言
わ
ず
、
そ
の
当
時
か
ら
「
ち
ら
し
」
と
呼
ん
で
い
た

と
い
う
説
が
あ
る
。
多
く
の
人
に
宣
伝
す
る
の
に
、「
引

札
」「
ち
ら
し
」
と
い
う
媒
体
だ
け
に
頼
ら
ず
、
人
の
リ

ア
ル
な
口
上
と
を
組
み
合
わ
せ
た
宣
伝
方
法
を
活
用
し
た

の
は
、
大
坂
人
ら
し
い
発
想
か
も
し
れ
な
い
。

呉
服
商
か
ら
百
貨
店
に

繰
り
広
げ
ら
れ
た
宣
伝
合
戦

明
治
以
降
の
商
業
の
発
展
を
象
徴
す
る
業
種
と
し
て
百

貨
店
が
あ
る
。
百
貨
店
は
後
の
三
越
と
な
る
越
後
屋
を
は

じ
め
と
し
て
、
も
と
も
と
は
呉
服
商
で
あ
っ
た
。
当
時
、

呉
服
商
の
商
売
の
仕
方
は
客
の
家
に
商
品
を
持
っ
て
行
く

「
出
張
販
売
」
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、
客
に
店
ま
で
足
を

運
ん
で
も
ら
い
、
客
の
希
望
す
る
商
品
を
一
つ
一
つ
見
せ

て
い
く
「
座
売
り
販
売
」
と
な
り
、
さ
ら
に
多
数
の
商
品

を
あ
ら
か
じ
め
飾
っ
て
お
く
「
陳
列
式
販
売
」
に
か
た
ち

を
変
え
て
い
っ
た
。

1
8
9
6
（
明
治
29
）
年
に
大
阪
の
三
井
呉
服
店
（
後
の

三
越
呉
服
店
）
は
、
日
本
で
初
め
て
陳
列
販
売
を
始
め
た
。

客
に
店
舗
ま
で
足
を
運
ん
で
も
ら
わ
な
い
と
い
け
な
い
の

で
、
情
報
の
提
供
つ
ま
り
宣
伝
広
告
も
必
要
と
な
り
、
こ

の
時
す
で
に
意
匠
部
を
つ
く
っ
て
い
る
。
こ
う
し
て
、三
越
、

髙
島
屋
、
大
丸
、
松
坂
屋
な
ど
の
呉
服
店
系
に
鉄
道
系
の

阪
急
、
近
鉄
も
加
わ
り
、
昭
和
初
期
か
ら
戦
後
に
か
け
て
、

各
百
貨
店
間
で
壮
大
な
宣
伝
広
告
合
戦
を
繰
り
広
げ
た
。

次
に
大
阪
の
各
百
貨
店
が
い
か
に
他
店
と
差
別
化
し
た

宣
伝
広
告
を
展
開
し
た
の
か
。
ま
た
、
そ
れ
を
手
が
け
た

デ
ザ
イ
ナ
ー
た
ち
を
見
て
い
き
た
い
。

◉
髙
島
屋
（
高
岡
徳
太
郎
・
今
竹
七
郎
）

髙
島
屋
の
広
告
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
は
、
ま
ず
、

1
9
2
6
（
大
正
15
）
年
に
宣
伝
部
に
入
っ
た
高
岡
徳
太

郎
の
名
前
を
挙
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
と
も
と
西
洋

画
を
学
ん
だ
高
岡
は
、
木
版
や
筆
に
よ
る
描
写
を
試
し
た

あ
と
、
ペ
ン
画
に
よ
る
女
性
を
多
く
描
い
た
。
身
体
に
対

し
て
や
や
大
き
め
な
丸
顔
の
女
性
は
、
一
目
見
て
髙
島
屋

の
広
告
だ
と
分
か
っ
た
。
高
岡
の
退
社
後
、
1
9
3
1

（
昭
和
6
）
年
に
神
戸
大
丸
か
ら
移
っ
て
き
た
今
竹
七
郎
は

明治時代の絵びら
「桜嶋みはらし亭開業広告」
所蔵／大阪歴史博物館

江戸時代の引札
南木コレクション「ひょうたん河内屋庄右衛門」
所蔵／大阪城天守閣

明
快
な
線
で
女
性
を
描
き
、
モ
ダ
ン
な
イ
メ
ー
ジ
を
髙
島

屋
の
広
告
に
持
ち
込
ん
だ
。
今
竹
の
デ
ザ
イ
ン
は
当
時
最

先
端
で
あ
る
図
式
化
と
い
う
手
法
を
取
り
入
れ
て
お
り
、

優
れ
た
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
の
資
質
を
感
じ
さ
せ
る
。

◉
大
丸
（
森
脇
高
行
・
柴
田
可
寿
馬
）

在
阪
の
百
貨
店
に
お
い
て
、
近
代
的
広
告
デ
ザ
イ
ン
を

い
ち
早
く
確
立
し
た
の
は
大
丸
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
は
、

1
9
2
5
（
大
正
14
）
年
に
入
社
し
た
森
脇
高
行
が
大
き

く
貢
献
し
て
い
る
。
森
脇
は
「
ヴ
ァ
ニ
テ
ィ
・
フ
ェ
ア
」

や
「
ア
ー
ル
・
グ
・
ボ
テ
」
な
ど
の
海
外
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

誌
を
手
本
に
、
線
画
に
よ
る
女
性
や
商
品
を
西
洋
風
の
モ

ダ
ン
な
構
図
で
レ
イ
ア
ウ
ト
し
た
。
大
丸
は
心
斎
橋
に

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
設
計
の
本
格
的
洋
風
店
舗
を
新
築
し
て
お
り
、

西
洋
風
と
い
う
こ
と
を
企
業
イ
メ
ー
ジ
の
柱
に
し
て
い
た
。

森
脇
は
新
聞
広
告
を
は
じ
め
、
ポ
ス
タ
ー
や
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
、
大
丸
の
P
R
誌
「
だ
い
ま
る
」
の
表
紙
、
そ
し

て
、
大
阪
商
船
の
P
R
誌
「
海
」
に
掲
載
す
る
広
告
も

制
作
し
た
。

さ
ら
に
、
1
9
2
8
（
昭
和
3
）
年
に
は
柴
田
可
寿
馬
が

入
社
し
、
女
性
の
イ
ラ
ス
ト
を
カ
ッ
ト
で
は
な
く
シ
ン
ボ

ル
的
に
扱
う
こ
と
を
確
立
し
た
。
柴
田
の
線
に
は
伸
び
や

か
さ
が
あ
り
、
動
的
な
ポ
ー
ズ
を
と
る
人
物
を
よ
く
表
現

し
て
い
る
。
当
時
の
新
聞
紙
面
に
は
各
百
貨
店
広
告
が
ひ

し
め
き
合
っ
て
お
り
、
柴
田
の
動
的
な
イ
ラ
ス
ト
は
他
店

と
の
差
別
化
を
図
る
上
で
大
き
な
力
と
な
っ
た
。

◉
阪
急
百
貨
店
（
中
島
康
雄
・
山
城
隆
一
）

阪
急
百
貨
店
の
新
聞
広
告
は
、
1
9
2
9
（
昭
和
4
）

年
の
開
店
以
来
、
電
車
の
断
面
を
飾
り
枠
に
し
、
マ
ー
ク

を
中
央
に
配
置
す
る
、
鉄
道
会
社
と
い
う
企
業
イ
メ
ー
ジ

を
優
先
す
る
か
た
ち
と
な
っ
て
い
た
。
電
車
枠
の
中
に
文

字
だ
け
の
様
式
を
酷
評
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
、
百
貨
店
広

告
と
し
て
洗
練
さ
れ
る
の
は
、
戦
後
の
中
島
康
雄
と
山
城

隆
一
の
登
場
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

二
人
は
共
に
図
案
科
出
身
で
、
個
別
に
作
業
す
る
こ
と

も
あ
れ
ば
、
絵
は
中
島
、
文
案
と
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ

ン
は
山
城
と
い
っ
た
よ
う
な
共
同
作
業
も
行
っ
た
よ
う
だ
。

こ
の
頃
に
は
電
車
の
飾
り
枠
も
簡
素
化
さ
れ
、
ホ
ワ
イ
ト

ス
ペ
ー
ス
を
生
か
し
た
洗
練
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
に
な
っ
て

い
る
。
掲
載
図
版
（
44
頁
）
は
山
城
に
よ
る
新
聞
広
告
だ

が
、
広
告
す
る
も
の
か
ら
少
し
距
離
の
あ
る
キ
ャ
ッ
チ
コ

ピ
ー
と
イ
ラ
ス
ト
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
見
る
人
を
惹
き

つ
け
、
本
文
で
具
体
的
な
内
容
を
伝
え
る
と
い
う
近
代
広

告
の
ス
タ
イ
ル
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
山
城
は
こ
の
あ
と

東
京
に
移
り
、
日
本
の
広
告
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン

の
発
展
に
大
き
く
貢
献
す
る
こ
と
に
な
る
。

商
業
都
市
と
し
て
栄
え
て
き
た
大
阪
で
は
、

そ
の
商
品
の
魅
力
を
宣
伝
す
る
た
め
の
広
告
デ
ザ
イ
ン
も
発
展
し
て
い
く
。

明
治
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
、
商
業
規
模
の
拡
大
や
新
聞
社
の
誕
生
な
ど
に
よ
り

宣
伝
広
告
に
お
け
る
デ
ザ
イ
ン
が
一
気
に
花
開
い
た
時
代
で
も
あ
っ
た
。

「
民
」
に
よ
る
創
造
性
豊
か
な
デ
ザ
イ
ン
は
、
現
代
だ
け
で
な
く
未
来
の
都
市
づ
く
り
に
も

役
立
つ
の
で
は
な
い
か
。
か
つ
て
の
大
阪
の
デ
ザ
イ
ン
を
通
し
考
察
し
て
い
く
。

創
造
性
豊
か
な「
民
」の
都
市
に

花
開
い
た
大
阪
の
デ
ザ
イ
ン

井
川
啓

Ikaw
a Kei

い
か
わ
・
け
い

㈱
資
生
堂
宣
伝
部
を
経
て
、
I
K
A
W
A 

I
N
T
E
R 

D
E
S
I
G
N 

主
宰
。
京
都
光
華
女
子
大
学
短
期
大
学
部 

教
授
。
東
京
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
賞
、
朝
日

広
告
賞
・
電
通
広
告
賞
入
賞
、
日
本
印
刷
産
業
連
合
会
会

長
賞
、
文
化
庁
著
作
権
制
度
1
0
0
周
年
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

ク
コ
ン
ペ
優
勝
な
ど
。
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◉
近
鉄
百
貨
店
（
早
川
良
雄
）

近
鉄
百
貨
店
の
広
告
に
携
わ
っ
た
早
川
良
雄
は
、

1
9
3
6
（
昭
和
11
）
年
に
三
越
百
貨
店
に
入
社
し
ウ
イ

ン
ド
ウ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
担
当
し
て
い
た
が
、
大
阪
市
役

所
文
化
課
に
転
じ
て
催
事
ポ
ス
タ
ー
を
つ
く
っ
て
い
た
。

戦
後
、
1
9
4
8
（
昭
和
23
）
年
に
近
鉄
百
貨
店
に
入

社
し
た
早
川
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
見
る
人
が
自
由
に
イ
メ
ー

ジ
を
膨
ら
ま
せ
、
感
性
を
も
刺
激
し
え
る
よ
う
な
広
告
の

新
し
い
境
地
を
つ
く
り
出
し
た
。
こ
の
感
性
的
な
早
川
の

デ
ザ
イ
ン
は
、
後
進
た
ち
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
後
に

日
本
を
代
表
す
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
登
場
す
る
田
中
一

光
は
、
早
川
が
手
が
け
た
近
鉄
電
車
の
車
内
吊
広
告
を
見

て
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
へ
の
夢
を
膨
ら
ま
せ
た
と
述
懐
し
て
い

る
。
ま
た
、
早
川
は
色
彩
感
覚
に
も
才
覚
を
発
揮
し
、
ポ

ス
タ
ー
の
秀
作
を
多
く
残
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
同
じ

鉄
道
系
の
阪
急
、
近
鉄
は
、
互
い
に
意
識
し
切
磋
琢
磨
し

な
が
ら
大
阪
の
広
告
デ
ザ
イ
ン
を
牽
引
し
て
い
っ
た
。

日
本
の
文
化
を
リ
ー
ド
し
た
2
大
新
聞
社

百
貨
店
の
発
展
に
は
新
聞
広
告
の
役
割
が
大
き
か
っ
た

こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
が
、
1
8
7
9
（
明
治
12
）
年
に

「
朝
日
新
聞
」
は
大
阪
で
創
刊
さ
れ
、
1
8
8
2
（
明
治

15
）
年
に
は
毎
日
新
聞
の
前
身
で
あ
る
「
日
本
立
憲
政
党

新
聞
」
も
大
阪
で
創
刊
さ
れ
て
い
る
。「
朝
日
新
聞
」「
毎

日
新
聞
」
と
い
う
日
本
を
代
表
す
る
新
聞
社
が
大
阪
で
生

ま
れ
た
と
い
う
こ
と
を
知
ら
な
い
人
も
多
い
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
両
新
聞
社
は
大
阪
発
行
の
も
の
を
「
大
阪
朝

日
新
聞
」、
東
京
発
行
を
「
東
京
朝
日
新
聞
」
と
い
う
よ

う
に
東
西
別
々
の
新
聞
社
と
し
て
運
営
を
し
た
。

今
に
続
く
「
天
声
人
語
」
は
1
9
0
4
（
明
治
37
）
年

に
大
阪
朝
日
新
聞
で
連
載
開
始
さ
れ
、
夕
刊
は
1
9
1
5

（
大
正
4
）
年
に
大
阪
朝
日
新
聞
が
日
本
で
初
め
て
発
行
し

て
い
る
。
1
9
2
7
（
昭
和
2
）
年
に
内
務
省
が
行
っ
た
発

行
部
数
調
査
に
よ
れ
ば
、「
大
阪
朝
日
新
聞
」
が
1
2
6
万

部
、「
大
阪
毎
日
新
聞
」
が
1
1
7
万
部
で
、
東
京
で
発

行
さ
れ
る
「
東
京
日
日
新
聞
」
の
45
万
部
、「
東
京
朝
日

新
聞
」
の
40
万
部
を
大
き
く
上
回
り
、
ま
さ
に
大
阪
は
新

聞
王
国
で
あ
っ
た
。

大
阪
の
二
つ
の
新
聞
社
は
、
全
国
的
な
ス
ポ
ー
ツ
や
文

化
活
動
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
る
。
現
在
の
高
校
野
球

へ
と
繋
が
る
「
全
国
中
等
学
校
優
勝
野
球
大
会
」
を
大
阪

朝
日
新
聞
社
が
主
催
し
、
1
9
1
5
（
大
正
4
）
年
に
第

1
回
を
開
催
し
て
い
る
。
ま
た
、
戦
後
に
「
毎
日
広
告
デ

ザ
イ
ン
賞
」
と
な
る
「
商
業
美
術
振
興
運
動
」
を
大
阪
毎

日
新
聞
社
が
主
催
し
、
1
9
3
1
（
昭
和
6
）
年
か
ら
大

戦
末
期
の
1
9
4
4
（
昭
和
19
）
年
ま
で
続
け
ら
れ
た
。

こ
れ
は
、
企
業
の
新
聞
広
告
図
案
を
中
心
に
募
集
す
る
も

の
で
、
当
時
の
図
案
家
へ
の
登
竜
門
に
な
る
も
の
で
あ
っ

た
。
こ
の
よ
う
に
「
大
阪
朝
日
新
聞
」「
大
阪
毎
日
新
聞
」

は
、
大
阪
の
産
業
の
発
展
に
寄
与
し
な
が
ら
、
日
本
の
文

化
も
リ
ー
ド
し
て
い
た
。
し
か
し
、
太
平
洋
戦
争
突
入
に

よ
る
統
制
政
策
に
よ
り
、
朝
日
、
毎
日
と
も
東
西
の
新
聞

社
が
統
一
さ
れ
、
大
阪
の
独
自
性
は
失
わ
れ
る
こ
と
と
な

る
。

「
大
大
阪
」時
代
を
導
い
た

先
見
性
の
あ
る
都
市
デ
ザ
イ
ン

明
治
に
入
っ
て
大
阪
は
商
業
都
市
か
ら
商
工
業
都
市
へ

と
発
展
し
、
や
が
て
「
大
大
阪
」
と
呼
ば
れ
る
時
代
を
迎

え
る
。
こ
れ
に
は
、
近
代
都
市
の
発
展
を
見
越
し
た
年
間

予
算
の
20
倍
を
使
っ
て
の
築
港
工
事
や
、
鉄
道
、
街
路
整

備
な
ど
の
先
見
的
な
都
市
計
画
が
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
。

こ
の
計
画
は
、
關せ

き

一は
じ
め

（
1
8
7
3
〜
1
9
3
5
）
が
中
心

と
な
っ
て
策
定
さ
れ
た
。

關
は
、
東
京
高
等
商
業
学
校
（
現
・
一
橋
大
学
）
の
教

授
か
ら
1
9
1
4
（
大
正
3
）
年
に
大
阪
市
の
高
級
助
役

に
招
か
れ
、
そ
の
後
大
阪
市
長
に
就
任
し
て
い
る
。
専
門

は
、
社
会
政
策
、
都
市
政
策
で
あ
っ
た
。
そ
の
都
市
計
画

の
代
表
的
な
も
の
に
、
御
堂
筋
の
拡
幅
工
事
（
昭
和
12
年

完
成
）
が
あ
る
。
わ
ず
か
6
ｍ
だ
っ
た
道
幅
を
一
挙
に
44

ｍ
に
し
た
の
だ
。
最
初
は
立
ち
退
き
に
多
く
の
市
民
か
ら

反
発
が
あ
っ
た
が
、
關
は
御
堂
筋
の
拡
幅
が
大
阪
の
発
展

の
た
め
に
い
か
に
有
益
で
あ
る
か
を
説
き
、
市
民
に
理
解

を
求
め
た
。
イ
チ
ョ
ウ
並
木
を
植
え
、
電
線
は
す
べ
て
地

下
に
埋
設
し
た
。
沿
道
に
は
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
設
計
の
大
丸
百

貨
店
や
安
井
武
雄
設
計
の
大
阪
瓦
斯
ビ
ル
な
ど
先
進
的
な

ビ
ル
が
建
ち
並
ん
だ
が
、
高
さ
は
1
0
0
尺
（
約
30
ｍ
）

に
制
限
し
、
世
界
に
も
類
を
み
な
い
ほ
ど
の
美
し
い
街
並

み
を
生
ん
だ
。
以
降
、
御
堂
筋
が
大
阪
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
市
民
に
愛
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

こ
れ
に
加
え
、
御
堂
筋
の
地
下
に
地
下
鉄
道
を
敷
設
し

た
こ
と
も
關
の
残
し
た
偉
業
で
あ
る
。
梅
田
〜
心
斎
橋
が

1
9
3
3
（
昭
和
8
）
年
に
開
通
、
1
9
3
8
（
昭
和
13
）

年
に
は
天
王
寺
ま
で
延
長
し
た
。
地
下
鉄
道
と
し
て
は
東

京
に
次
ぐ
も
の
だ
が
、
公
営
と
し
て
は
日
本
初
で
あ
る
。

各
駅
は
天
井
を
高
く
し
、
ホ
ー
ム
も
充
分
な
長
さ
を
確
保

し
て
い
た
。
そ
の
他
、
關
が
実
施
し
た
も
の
に
は
、
上
下

水
道
の
整
備
、
公
営
住
宅
の
建
設
、
公
設
市
場
の
開
設
、

大
阪
商
科
大
学
（
現
・
大
阪
市
立
大
学
）
の
開
校
な
ど
が
あ

る
。
こ
れ
ら
、
關
が
構
想
し
た
都
市
プ
ラ
ン
が
「
大
大

阪
」
時
代
の
骨
格
を
つ
く
り
、
大
阪
は
「
東
洋
の
マ
ン

チ
ェ
ス
タ
ー
」
と
称
さ
れ
る
ま
で
に
な
っ
た
。

三
人
の
卓
越
し
た
経
営
者
と
ブ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

大
阪
が
発
展
し
た
「
大
大
阪
」
時
代
に
、
近
代
稀
に
見

る
卓
越
し
た
三
人
の
経
営
者
が
存
在
し
た
こ
と
も
忘
れ
て

は
い
け
な
い
。
阪
急
の
小
林
一い

ち

三ぞ
う

、
寿
屋
（
現
・
サ
ン
ト

リ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
）
の
鳥
井
信
治
郎
、
松
下
電
器
製

作
所
（
現
・
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
）
の
松
下
幸
之
助
で
あ
る
。
彼

ら
の
熱
き
志
は
、
優
れ
た
商
品
づ
く
り
、
宣
伝
活
動
な
ど

重
要
な
企
業
精
神
と
し
て
今
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

◉
小
林
一
三
（
1
8
7
3
〜
1
9
5
7
）

小
林
一
三
は
、
1
9
0
7
（
明
治
40
）
年
に
阪
鶴
鉄
道

（
現
・
J
R
福
知
山
線
）
に
入
社
後
、「
箕
面
有
馬
電
気
軌

道
」
を
設
立
し
、
間
も
な
く
経
営
の
実
権
を
握
る
こ
と
と

な
っ
た
。
設
立
か
ら
3
年
後
の
1
9
1
0
（
明
治
43
）
年

に
、
現
在
の
阪
急
宝
塚
線
と
な
る
梅
田
〜
宝
塚
、
箕
面
線

の
石
橋
〜
箕
面
を
開
通
さ
せ
た
。

小
林
の
経
営
者
と
し
て
の
優
れ
た
功
績
は
、
起
点
タ
ー

ミ
ナ
ル
に
デ
パ
ー
ト
を
、
終
点
に
動
物
園
・
遊
園
地
・
温

泉
な
ど
の
娯
楽
施
設
を
、
沿
線
に
は
住
宅
地
を
つ
く
り
、

乗
客
数
を
確
保
す
る
と
い
う
、
そ
の
後
当
た
り
前
と
な
っ

た
私
鉄
経
営
の
基
本
ス
タ
イ
ル
を
つ
く
っ
た
こ
と
に
あ
る
。

「
乗
客
は
電
車
が
創
造
す
る
」
と
は
小
林
の
言
葉
で
あ
る
。

沿
線
途
中
に
つ
く
っ
た
「
池
田
室
町
住
宅
地
」
で
は
、
日

本
で
初
め
て
住
宅
ロ
ー
ン
を
導
入
し
、
後
に
「
宝
塚
歌
劇

団
」
と
な
る
「
宝
塚
唱
歌
隊
」
を
つ
く
り
専
用
劇
場
も
つ

く
る
な
ど
新
し
い
ア
イ
デ
ア
を
経
営
に
生
か
し
た
の
も
小

林
な
ら
で
は
で
あ
る
。
こ
の
確
固
た
る
経
営
思
想
の
上
に
、

ブ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
し
っ
か
り
構
築
し
て
い
る
。
マ

ル
ー
ン
色
に
統
一
さ
れ
た
車
輌
の
外
装
、
木
目
を
プ
リ
ン

ト
し
た
高
級
感
の
あ
る
デ
コ
ラ
板
を
使
用
し
た
内
装
、
ご

婦
人
の
髪
を
巻
き
上
げ
な
い
上
部
か
ら
開
く
下
降
一
段
窓

な
ど
、
現
在
も
続
く
阪
急
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
。
ま
た
、
新

聞
広
告
の
周
り
に
は
電
車
の
断
面
を
模
し
た
飾
り
を
つ
け
、

電
車
が
基
本
で
あ
る
経
営
姿
勢
を
宣
伝
広
告
デ
ザ
イ
ン
に

も
明
快
に
表
現
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
一
貫
し
た
企
業
理

念
は
、
沿
線
住
民
の
ほ
か
多
く
の
阪
急
信
仰
者
を
生
ん
だ
。

大丸の新聞広告（デザイン／柴田可寿馬）
昭和13年6月26日大阪朝日新聞朝刊
資料提供／朝日新聞社

近鉄百貨店の新聞広告（デザイン／早川良雄）
昭和26年9月11日毎日新聞夕刊
資料提供／毎日新聞大阪開発

阪急百貨店の新聞広告（デザイン／山城隆一）
昭和25年9月21日大阪日日新聞夕刊
資料提供／新日本海新聞社

髙島屋の新聞広告
（デザイン／今竹七郎）
昭和9年2月19日大阪朝日新聞朝刊
資料提供／朝日新聞社
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◉
鳥
井
信
治
郎
（
1
8
7
9
〜
1
9
6
2
）

鳥
井
は
、「
日
本
人
の
味
覚
に
合
っ
た
洋
酒
づ
く
り
」

を
目
指
し
鳥
井
商
店
を
開
業
し
、
1
9
0
7
（
明
治
40
）

年
に
、
甘
味
葡
萄
酒
「
赤
玉
ポ
ー
ト
ワ
イ
ン
（
後
の
赤
玉

ス
イ
ー
ト
ワ
イ
ン
）」
を
発
売
し
た
。
商
品
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
、

ラ
ベ
ル
デ
ザ
イ
ン
、
日
本
初
の
ヌ
ー
ド
写
真
を
使
っ
た
ポ

ス
タ
ー
な
ど
が
話
題
に
な
り
大
ヒ
ッ
ト
商
品
と
な
っ
た
。

「
や
っ
て
み
な
は
れ
、
や
っ
て
み
な
わ
か
ら
し
ま
へ
ん
で
」

は
、
当
時
、
未
知
の
分
野
に
挑
戦
し
よ
う
と
し
て
周
囲
に

反
対
さ
れ
る
た
び
に
鳥
井
が
発
し
た
言
葉
で
、
サ
ン
ト

リ
ー
の
企
業
マ
イ
ン
ド
と
な
っ
て
い
る
。

1
9
2
1
（
大
正
10
）
年
に
株
式
会
社
寿
屋
を
設
立
し

た
鳥
井
は
、
日
本
人
の
味
覚
に
合
っ
た
ウ
イ
ス
キ
ー
を
つ

く
る
と
い
う
こ
と
を
目
指
し
、
1
9
2
3
（
大
正
12
）
年

に
山
崎
蒸
溜
所
を
開
設
し
た
。
1
9
2
9
（
昭
和
4
）
年
、

初
の
本
格
的
ウ
イ
ス
キ
ー 

サ
ン
ト
リ
ー
ウ
イ
ス
キ
ー
白

札
（
後
の
ホ
ワ
イ
ト
）
を
発
売
し
、
新
聞
広
告
に
は
「
断

じ
て
舶
来
を
要
せ
ず
」
と
記
し
た
。
1
9
3
7
（
昭
和
12
）

年
に
は
、
サ
ン
ト
リ
ー
ウ
イ
ス
キ
ー
角
瓶
を
発
売
。
鳥
井

は
中
味
だ
け
で
な
く
ボ
ト
ル
デ
ザ
イ
ン
に
も
日
本
ら
し
い

独
自
の
も
の
を
求
め
た
。
出
来
上
が
っ
た
日
本
独
自
の
亀

甲
紋
を
つ
け
た
ボ
ト
ル
を
見
て
、「
亀
は
万
年
、
こ
の
瓶

は
万
年
も
残
り
ま
っ
せ
」
と
鳥
井
は
喜
ん
だ
。
戦
後
す
ぐ
、

1
9
4
6
（
昭
和
21
）
年
に
は
ト
リ
ス
ウ
イ
ス
キ
ー
を
発

売
し
、
1
9
5
8
（
昭
和
33
）
年
に
柳
原
良
平
が
つ
く
っ

た
ア
ン
ク
ル
ト
リ
ス
を
宣
伝
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
登
場

さ
せ
た
。
当
時
、
寿
屋
宣
伝
部
に
は
、
柳
原
を
は
じ
め
、

開
高
健
、
山
口
瞳
ら
が
在
籍
し
て
お
り
、
彼
ら
に
よ
る
名

作
ト
リ
ス
広
告
シ
リ
ー
ズ
が
始
ま
っ
た
。

◉
松
下
幸
之
助
（
1
8
9
4
〜
1
9
8
9
）

松
下
は
15
歳
の
時
に
当
時
大
阪
で
走
り
始
め
た
市
電
を

見
て
電
気
の
将
来
性
を
感
じ
、
大
阪
電
灯
に
入
り
、
ソ

ケ
ッ
ト
の
改
良
に
取
り
組
ん
で
い
た
。
1
9
1
8
（
大
正

7
）
年
に
、
西
野
田
の
借
家
で
小
型
プ
レ
ス
機
2
台
を
入

れ
、
妻
と
義
弟
（
後
に
三
洋
電
機
を
創
業
す
る
井
植
歳
男
）

と
で
松
下
電
気
器
具
製
作
所
を
創
業
し
た
。
幾
度
か
の
危

機
を
乗
り
越
え
、
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
プ
ラ
グ
や
2
灯
用
差

込
プ
ラ
グ
な
ど
の
ヒ
ッ
ト
商
品
を
世
に
送
っ
た
。

1
9
2
3
（
大
正
12
）
年
に
は
、
従
来
の
約
10
倍
の
寿

命
（
30
〜
40
時
間
）
の
砲
弾
型
ラ
ン
プ
を
発
売
し
た
が
、

当
時
は
電
池
式
ラ
ン
プ
の
信
用
度
は
低
く
、
扱
っ
て
く
れ

る
問
屋
は
ど
こ
も
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、「
い
い
も
の
は

必
ず
売
れ
る
」
と
い
う
信
念
で
小
売
店
に
無
償
で
置
い
て

回
り
、
月
に
1
万
個
売
れ
る
ヒ
ッ
ト
商
品
に
な
っ
た
。
さ

ら
に
1
9
2
7
（
昭
和
2
）
年
に
は
、
初
め
て
「
ナ
シ
ョ

ナ
ル
」
の
商
標
を
使
っ
た
角
形
ラ
ン
プ
を
発
売
し
、

1
9
2
9
（
昭
和
4
）
年
に
は
社
名
を
松
下
電
器
製
作
所

に
改
め
、
個
人
経
営
の
町
工
場
か
ら
社
会
も
認
め
る
企
業

へ
と
歩
み
出
し
た
。

1
9
5
1
（
昭
和
26
）
年
に
ア
メ
リ
カ
を
視
察
し
、「
こ

れ
か
ら
は
デ
ザ
イ
ン
の
時
代
や
」
と
帰
国
し
た
羽
田
空
港

で
語
り
、
宣
伝
部
の
な
か
に
製
品
意
匠
課
を
設
置
し
、
デ

ザ
イ
ン
と
い
う
付
加
価
値
の
活
用
を
重
要
視
し
た
。
こ
う

し
て
、
松
下
は
名
実
と
も
に
日
本
を
代
表
す
る
家
電
メ
ー

カ
ー
と
し
て
君
臨
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

「
官
」に
頼
ら
な
い「
民
」の
力
が

都
市
を
蘇
生
さ
せ
る

こ
う
し
て
見
て
く
る
と
、
当
時
の
大
阪
は
、
革
新
、
創

造
、
冒
険
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
だ
っ
た
こ
と
に
気
づ
く
。
そ

こ
に
は
国
の
政
策
、
い
わ
ゆ
る
「
官
」
の
影
は
見
え
な
い
。

個
人
が
自
由
に
発
想
し
、
志
を
追
求
し
た
当
時
の
大
阪
の

姿
が
目
に
浮
か
ぶ
。
大
阪
の
繁
栄
は
「
民
」
の
力
で
勝
ち

取
っ
た
。
そ
の
創
造
性
豊
か
な
都
市
「
大
阪
」
に
デ
ザ
イ

ン
の
花
が
咲
い
た
。
デ
ザ
イ
ン
は
、
コ
ン
セ
プ
ト
が
明
快

な
志
の
上
で
輝
き
を
放
つ
。
企
業
家
が
熱
き
志
を
示
し
、

デ
ザ
イ
ナ
ー
は
そ
の
想
い
に
乗
っ
て
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ビ

テ
ィ
を
発
揮
し
た
。
そ
の
で
き
た
デ
ザ
イ
ン
を
見
て
、
ま

た
新
た
な
発
想
を
生
む
。
当
時
の
大
阪
は
、
都
市
全
体
が

自
由
自
在
に
変
速
す
る
優
れ
た
変
速
機
と
、
ど
ん
な
悪
路

に
も
へ
こ
た
れ
な
い
強
靭
な
動
力
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
大
大
阪
」
時
代
の
立
役
者
で
あ
る
阪
急
の
創
業
者
小
林

一
三
は
山
梨
出
身
、
御
堂
筋
を
つ
く
っ
た
大
阪
市
長
關
一

は
静
岡
出
身
と
、
奇
し
く
も
二
人
と
も
生
粋
の
大
阪
人
で

は
な
か
っ
た
。
こ
の
二
人
は
生
ま
れ
故
郷
を
ひ
い
き
す
る

と
い
う
感
情
的
な
も
の
で
は
な
く
、
大
阪
を
俯
瞰
か
ら
客
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献
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術
出
版
）

『
水
都
大
阪
盛
衰
記
』（
大
阪
府
立
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
・
新
な
に
わ
塾
叢
書
企
画

委
員
会
編
著
、
2
0
0
9
年
、
ブ
レ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
）

『「
民
都
」
大
阪
対
「
帝
都
」
東
京
』（
原
武
史
、
1
9
9
8
年
、
講
談
社
選
書
メ

チ
エ
）

鳥井商店
「赤玉ポートワイン」
ポスター（明治40年）
もともとはモノクロでワイ
ンにのみ赤色に配色されて
いた
提供／サントリーホールディングス

松下電器産業
「実は熟した」新聞広告
朝日新聞（昭和35年7月13
日）に1ページ全面掲載さ
れた
提供／パナソニック

みんなにやさしい
KYOTO

UNIVERSAL DESIGN GUIDE MAP

Kawaramachi・Karasuma・Omiya・ Saiin  : Shijo-dori Street

河原町・烏丸・大宮・西院

1

 ：四条通

「KYOTO ユニバーサルデザイン・ガイドマップ」

阪急百貨店包装紙
（昭和25 ～ 35年）
現在類似の復刻デザインに
てグッズ展開などもされて
いる
提供／阪急阪神百貨店

観
的
に
見
て
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ゆ
え
に
、
彼
ら

が
残
し
た
言
葉
は
こ
れ
か
ら
の
都
市
を
考
え
る
上
で
重
要

な
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
れ
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
小
林
は

「
あ
ら
ゆ
る
事
業
に
国
の
政
治
が
付
き
ま
と
う
東
京
に
対

し
、
大
阪
は
政
治
と
実
業
が
分
か
れ
て
お
り
、
私
も
既
成

の
概
念
に
と
ら
わ
れ
な
い
自
由
な
発
想
で
事
業
を
行
う
精

神
を
見
習
い
た
い
」
と
語
っ
て
い
る
。
ま
た
、
關
は
大
阪

の
都
市
計
画
を
す
る
上
で
、「
住
み
心
地
の
よ
い
都
市
を

つ
く
る
こ
と
こ
そ
が
都
市
を
永
続
的
に
繁
栄
さ
せ
る
条
件

だ
」
と
語
っ
て
い
る
。「
官
」（
国
の
支
援
）
を
頼
る
よ
り
、

ま
ず
「
民
」
で
住
み
よ
い
都
市
づ
く
り
を
考
え
る
こ
と
が

重
要
で
は
な
い
か
。

今
後
、
日
本
は
国
全
体
の
人
口
が
減
少
す
る
な
か
、
高

齢
者
人
口
の
割
合
が
増
え
る
。
人
口
の
少
な
い
若
年
層
の

負
担
を
考
え
れ
ば
、
皆
が
で
き
る
だ
け
終
身
健
康
で
自
立

す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
就
業
力
を
補
う
た
め
に
外
国

か
ら
の
人
員
も
求
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ

の
よ
う
に
考
え
る
と
、
多
種
多
様
な
人
が
暮
ら
し
や
す
い

都
市
づ
く
り
の
た
め
に
は
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
」

の
考
え
方
が
重
要
で
あ
る
。
手
前
味
噌
に
な
る
が
、
筆
者

は
学
生
と
「
K
Y
O
T
O 

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
・

ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
」
を
つ
く
り
街
頭
で
配
布
し
た
と
こ
ろ
、

大
き
な
反
響
が
あ
り
、
分
け
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
が

ひ
っ
き
り
な
し
に
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
ガ
イ
ド
マ
ッ

プ
は
和
英
併
記
で
、
皆
に
共
通
し
て
必
要
な
屋
根
付
き
バ

ス
停
、
タ
ク
シ
ー
乗
場
を
は
じ
め
、
多
目
的
ト
イ
レ
、

A
E
D
、
さ
ら
に
歩
道
幅
な
ど
も
掲
載
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
取
り
組
み
は
、
人
々
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
の
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
日
本
で
は
ま
だ
ま
だ
進
ん
で
い
な
い
。
ぜ
ひ
、

こ
れ
か
ら
の
都
市
づ
く
り
に
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
」
を
生
か
し
て
ほ
し
い
と
希
望
す
る
。

し
ば
し
ば
、「
東
京
一
極
集
中
」
と
い
う
こ
と
が
現
在

の
都
市
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

そ
こ
に
は
「
官
」
を
頼
る
が
た
め
に
、
そ
れ
に
代
わ
る
都

市
の
あ
り
方
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
な
い
我
々
「
民
」
の
責
任

も
大
き
い
の
で
は
な
い
か
。「
大
大
阪
」
時
代
を
支
え
た

「
民
」
の
創
造
力
と
実
行
力
を
見
習
い
、
日
本
の
各
都
市

が
独
自
の
文
化
を
熟
成
し
な
が
ら
再
び
咲
き
誇
る
こ
と
を

期
待
し
た
い
。

4647 C E L   N o v e m b e r   2 0 1 7 C E L   N o v e m b e r   2 0 1 7




